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【はじめに】 

 モノづくりの革新技術として 3D プリンタが注目され，様々な技術や応用開発が盛んに行われ

ている． 

インクジェット技術を用いた(インクジェット方式)3D プリンタは，多様な材料が扱えることや，

高精細化が可能であるなどの特徴があり，応用の拡大が期待されている．インクジェット方式で

は，紫外線硬化型(UV 硬化型)のインク材料が用いられる．本報告は，カチオン重合型の UV イン

クを用い，インク液滴の吐出，硬化などのプロセスと造形物の特性について検討結果について述

べる． 

【実験方法】 

 Fig.1に，実験装置の構成概略図を示す．インクジェットヘッド， 

UV-LED，機構部は PCにより制御した．インクジェットヘッドと 

UV-LED は，近接して配置した．インクジェットヘッドは，ピエゾ 

方式を用いた．UV-LED の中心波長は，365 nmとした．造形は， 

インク液滴量，積算光量等をパラメータに実施した．                          

【実験結果】 

 Fig.2 に，カチオン重合型インクを用いた 3D 造形物の

SEM(電子顕微鏡)観察画像を示す. 造形物は 100回のインク液滴 

吐出により，直径 0.5 mm，高さ 5 mmの円柱を形成した例である．イ 

ンク液滴の吐出，硬化を適切に行うことで，アスペクト比の大きな 

立体構造物を作成できることが分かった．今後，様々な形状の実現に 

必要な制御方法を明らかにする． 
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Fig.1 Schematic configuration of 
experimental apparatus 

Fig.2 SEM observation image of 
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